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持に心筋内高エネルギー燐酸結合 CHEP) は消費され，大動脈遮断が長時間になるとHEP は枯渇し
て細胞壊死に至るが，この状況下で積極的に酸素を与え， HEP ひいては心筋 viability を保つ試みが
ある O この際心筋酸素消費量 CMV02 ) の面からの検討が必要であるが心筋保護法下のMV0 2 に関し
ては不明な所が多い。また血液は低温下で酸素との親和性が高まり酸素配送体としての問題があるの
に対し ， perfluorochemical C P F C) は大量の酸素を溶存し，低温での酸素配送上有利とされている。




雑種成犬の in situ 摘出心の持続冠濯流を行い，低温心停止下の心筋酸素消費量 CMV02 ) を酸素配
送法及び酸素配送量との関係より検討した。対象を cardioplegia の基本成分から PFCを用いた群
CPFC群)と血液を用いた群 CBlood 群)とに分けた。
実験A: 濯、流圧を40mmHg に維持し同一濯流心を25 0Cから 4 0Cへ段階的に冷却した場合， PFC群
CN= 8) と Blood 群 CN= 7) のMV02 は温度の低下とともに有意に減少した。両群を比較すると 25
OC と 200Cでは PFC群 C24.6 :t 3.5 ， mean:t S D , 19.9 :t4.7μl/min/ g dry wt) と Blood 群 C24.0 :t
6.6, 18.6 :t4.9μl/min/ g dry wt) のMV02の聞に有意の差を認めず， lOoC と 4 0Cでは PFC群 (15.0
:t6.5 , l 1. 3 :t 3.7μl/min/ g dry wt) は， B100d 群 (9.7士4.3 ， 7.6 :t 3.3μl/min/ g dry wt) に比
し有意 (P<0.05) に高いMV02 を示した。 4 0C濯、流時の心筋内ATP含量は PFC群22.8土1.5 (N= 
6) , B100d 群22.4:t 3 .4 (N = 5 )μmo1/ g dry wt であり，両群聞に有意の差を認めなかった。この
時の心筋水分含量はPFC群が77.0 :t1. 7 (N = 8) %で， B100d 群の81. 5 :t 3.2 (N = 7) %に比し有
意 (P<0.0025) に低値であった。
実験B : 200C または 4 0Cの一定心筋温度において各濯流量を調節し酸素配送量を変化させた場合，酸
素配送量の増加にともないMV02 は漸増した。その漸近線値を推定最大MVO2 (max MV O2 ) とする
と， 200Cでの max MV02 は PFC群 (N= 6) で20 .4， B100d 群 (N ニ 6) で2 1.4μ1/min/ g dry wt 
であり，両群に有意の差を認めなかった。 4 0Cでは PFC群 (N= 8) で20.8 ， B100d 群 (N= 7) で
13.9μ1/ min/ g dry wt であり， PFC群で有意 (P<0.05) に高値であり，かっ 4 oCP F C群と 20
OCPFC群の max MV02 には有意の差を認めなかった。 max MV0 2 の50% のMV0 2 が予想される
酸素配送量は ， 200CP F C群で13.5 ， 200C B100d 群で39.7 ， 4 oCP F C群で27.0 ， 4 oc B100d 群で55.5μl
/ min/ g dry wt であり， 4 0CPFC群で20TPFC群の 2 倍の配送量を要した。
〔総括〕
1. 雑種成犬の in situ 摘出心において，低温 cardiop1egia による持続濯流下の心筋酸素消費量 (MV0 2 )
を， perfluorochemica1 cardiop1egia (P F C群)及び b100d cardiop1egia (B1ood 群)による冠瀧流法
を用い比較検討した。
2. 濯流圧40mmHg での持続濯流下のMV02 は ， 250C及び200Cでは両群聞に有意の差は無く， 10 0C及び
4 0CではPFC群が B100d 群に比し有意に高値を示した。瀧流終了時の心筋内ATP含量は両群聞に
有意の差は無かったが心筋水分含量はPFC群が有意に低値を示した。
3. 酸素配送量を変化させた濯流において， B100d 群では 4 0Cで20oC~こ比し推定最大MV02 は有意に低







本研究では，低温での酸素配送体として優れているとされる perfluorochemica1 (P F C) を主成分
とする CP と酸素配送体の基本である血液を用いた CP による低温持続冠濯流を犬を用いて行い， 200C 
以下で、の心筋酸素消費量を実用的な濯流法で求め，また酸素配送を最大にした場合の値即ち最大心筋酸
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素消費量を測定した。その結果，通常濯流圧のもとでは心筋温が100C以下でPFCが血液に比べ心筋酸
素消費量の面で有利であること また心停止下濯、流心で溶存酸素による酸素配送を多くすると，低温で
も心筋酸素消費量はあまり低下しないことを明らかにした。本論文は，心筋保護及び心保存における基
礎的知見を示したものであり，この分野の研究に寄与するものと考えられる。
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